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第
四
条
第
一
項
中
第
三
十
三
号
を
第
三
十
七
号
と
し
、第
十
一
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十
一

法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ

り
入
札
占
用
指
針
を
定
め
、
及
び
法
第
三
十
九
条
の
二
第
六
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
く
こ
と
。

十
二

法
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
通
知
し
、
法
第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
占
用
入
札
を
実
施
し
、
及
び
法
第
三
十
九
条
の
四
第
四
項
（
法
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
す
る
こ
と
。

十
三

法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ

り
道
路
の
場
所
を
指
定
し
、
及
び
入
札
占
用
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
す
る
こ
と
。

十
四

法
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ

り
変
更
の
認
定
を
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
」
を「
前
項
第
二
十
八
号
及
び
第
二
十
九
号
」

に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
三
号
、
第
十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
一
号
か
ら
第

二
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
八
号
及
び
第
二
十
九
号
」
を
「
第
十
号
ま
で
、
第
十
一
号
（
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項

（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
、
第
十
七
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
五
号
か
ら
第
二

十
九
号
ま
で
、
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中「（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
」
を
「
、
第

三
十
九
条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
十
九
条
の
六
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同

項
第
十
号
た
だ
し
書
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
九
条
の
六
第
一

項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
前
条
第
一
項
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二

十
八
号
及
び
第
二
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
中
「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第

一
項
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
二
十
八
号
及
び
第
二
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
項
第
五
号
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、「
に
よ
る
許
可
」
の
下
に
「
若
し

く
は
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
認
定
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を

同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り

入
札
占
用
指
針
を
定
め
る
こ
と
。

第
六
条
第
四
項
第
一
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
、「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
八
号
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
三
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
の
最
低
額
）

第
十
九
条
の
三
の
二

法
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
額
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
一
項
本
文
及

び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
本
文
中
「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
し
た
占
用
の
期
間
（
電
線
共
同

溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
つ
て
は
、
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
（
当
該
許
可
又
は
当
該
協
議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
が

当
該
許
可
を
し
、
又
は
当
該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
か
ら
当

該
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
）。
以
下
こ
の
項
、
次
項
、
次
条
第
一
項
及
び
別
表
の
備

考
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
相
当
す
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
入
札
対
象
施
設
等
の
種
類
そ
の
他
の
事
項
を
勘

案
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
期
間
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
三
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
」
と
、「
占
用
料
の

額
を
定
め
、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下
限
の
額
を
定
め
る
」と
、

同
項
第
六
号
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
三
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
」
と
、「
の
占
用
料

を
徴
収
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
を
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下
限
の
額
と
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
総
合
評
価
占
用
入
札
の
手
続
）

第
十
九
条
の
三
の
三

道
路
管
理
者
は
、
法
第
三
十
九
条
の
四
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
す

る
占
用
入
札
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
総
合
評
価
占
用
入
札
」
と
い
う
。）を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
総
合
評
価
占
用
入
札
に
係
る
申
出
の
う
ち
占
用
料
の
額
そ
の
他
の
条
件
が
当
該
道
路
管
理
者
に
と
つ

て
最
も
有
利
な
も
の
を
決
定
す
る
た
め
の
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
総
合
評
価
落
札
者
決
定
基
準
」
と
い

う
。）を
、
法
第
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
七
号
の
入
札
の
実
施
に
関
す
る
事
項
と
し
て
入
札
占
用
指
針
に
お
い
て

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

道
路
管
理
者
は
、
総
合
評
価
落
札
者
決
定
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
学
識
経
験
者
」
と
い
う
。）の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
お
い
て
、
あ
わ
せ
て
、
当
該
総
合
評
価
落
札
者
決
定
基

準
に
基
づ
い
て
落
札
者
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
改
め
て
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
意

見
を
聴
く
も
の
と
し
、
改
め
て
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
落
札
者
を

決
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
合
評
価
占
用
入
札
に
関
す
る
規
定
の
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
に
つ

い
て
の
準
用
）

第
十
九
条
の
三
の
四

前
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
第
四
条

第
一
項
第
十
二
号
（
法
第
三
十
九
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
落
札
者
の
決
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ

る
権
限
を
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
第
十
三
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
十
七
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
五
中
「
第
四
条
第
一
項
第
二
十
二
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
二
十
六
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
八
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
十
九
条
第
三
項
第
六
号
」
の
下
に「（
第
十
九
条
の
三
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」を
、「
徴
収
し
な
い
こ
と
」
の
下
に「（
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下
限
の
額
を
定
め
る
こ
と
を
含

む
。）」を
加
え
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

六

法
第
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
基
づ
き
行
う
事
務
に
係
る
事
務
取
扱
費

第
十
二
条
の
見
出
し
を「（
占
用
料
の
額
及
び
徴
収
方
法
等
）」に
改
め
、
同
条
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
会
社
管
理
高
速
道
路
又
は
公
社
管
理
道
路
に
つ
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
道

路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
占
用
料
の
額
の
最
低
額
に
関
す
る
道
路
法
施
行
令
第
十
九
条
の
三

の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
同
条
第
一
項
本
文
中
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
本
文
中
「
指

定
区
間
内
の
国
道
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
三
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
会
社
管
理
高
速
道
路
又
は
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
（
以
下

「
会
社
管
理
高
速
道
路
等
」
と
い
う
。）」と
、」
と
、「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第

二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
機
構
等
」
と
、「
同
条
第
三
項
中
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
三
項
中「
国
土
交
通
大
臣
は
」

と
あ
る
の
は
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
機
構
等
は
」
と
、「
指
定
区
間
内
の
国
道
」
と

あ
る
の
は
「
会
社
管
理
高
速
道
路
等
」
と
、」と
す
る
。
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